説教要旨「イエスの時」
聖書：ヨハネ７章１－１３
7:1 その後、イエスはガリラヤを巡っておられた。ユダヤ人が殺そうとねらっていたので、ユダヤを巡ろうとは思われなかった。

7:2 ときに、ユダヤ人の仮庵祭が近づいていた。

7:3 イエスの兄弟たちが言った。「ここを去ってユダヤに行き、あなたのしている業を弟子たちにも見せてやりなさい。

7:4 公に知られようとしながら、ひそかに行動するような人はいない。こういうことをしているからには、自分を世にはっきり示しなさい。」

7:5 兄弟たちも、イエスを信じていなかったのである。

7:6 そこで、イエスは言われた。「わたしの時はまだ来ていない。しかし、あなたがたの時はいつも備えられている。

7:7 世はあなたがたを憎むことができないが、わたしを憎んでいる。わたしが、世の行っている業は悪いと証ししているからだ。

7:8 あなたがたは祭りに上って行くがよい。わたしはこの祭りには上って行かない。まだ、わたしの時が来ていないからである。」

7:9 こう言って、イエスはガリラヤにとどまられた。

7:10 しかし、兄弟たちが祭りに上って行ったとき、イエス御自身も、人目を避け、隠れるようにして上って行かれた。

7:11 祭りのときユダヤ人たちはイエスを捜し、「あの男はどこにいるのか」と言っていた。

7:12 群衆の間では、イエスのことがいろいろとささやかれていた。「良い人だ」と言う者もいれば、「いや、群衆を惑わしている」と言う者もいた。

7:13 しかし、ユダヤ人たちを恐れて、イエスについて公然と語る者はいなかった。

　７：１に『その後』とありますが、イエスの弟子たちの多くが去り、残った１２人の弟子の代表であるペトロが『あなたこそ神の聖者です』と真実な告白をした後、と理解します。キリストはこのとき、大きな困難と危機に直面されていました。キリストは神の子として、ご自身が永遠の命のパンであることを明言されました。その肉と血を飲むことによって、つまり、キリストの犠牲と命にあずかることで、終わりのときに復活の命を受けることができると、キリストは教えられましたが、これをきっかけに多くの弟子たちは、期待はずれだとして去っていきました。群衆も、そして、キリストの弟子になると公言していた人もキリストのもとを離れていきました。
福音書には明らかに書かれてありませんが、おそらく残ったのは１２人の弟子とそれに加えて少数の人たちだけであったと思います。どのような場合にも離反を経験することは心痛む出来事です。それこそ雪崩打ってそれまで弟子と思われていた人々、キリストに従って来ると思われていた人の大半がキリストの近くから去っていくのを見て、キリストの心は深い悲しみに襲われたはずです。
　キリストはガリラヤ周辺で働きを継続されました。ユダヤでは彼を殺そうと狙うものがいたので、ガリラヤに限定していたと記されます。ここでも明言されていませんが、伝道の成果は上がらなくなっていたと想像できます。だから、イエスの兄弟たちがエルサレムでの働きを唆したのだと思われます。目に見える形で成果が上がりませんでした。成果が上がらない、思った通りにならないという場面に直面して焦燥感に襲われない人は少ないのではないでしょうか。キリストは誠実に働きを続けられていましたが、成果は比例して上がりません。それは挫折であったと思います。私たちもこのような悲哀を経験するものです。なぜか分からないけれどもなすことなすこと悉くうまくいかない。そのような経験をすると、深い悲しみに経験することになるでしょう。

　そして、それに輪をかける苦痛が加えられます。イエスの兄弟たちが登場します。マルコ６：３によりますと、イエスは大工（ヨセフ）の子で、マリヤの息子、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンという兄弟がおり、また、姉妹たちもいたことが分かります。当時の標準もかなりの大家族であったことが分かります。その兄弟たちがやって来て、エルサレムで、弟子たちに業＝奇跡を行えと申します。
２章２３で、イエスはエルサレムで多くのしるしを行い（おそらく病人の癒しや悪霊追放の奇跡）、多くの人はイエスの名を信じたとあります。イエスの兄弟たちはその再現を求めています。エルサレムにはかつて奇跡を見てイエスがメシヤ＝救済者であると信じた人が多くいました。そういう人はまだいます。彼らの前でもう一度奇跡を行えば、また弟子になろうとして集まってくるかもしれない。そうすれば、イエス・キリストの周りに多くの人間が集まり、賑やかになります。大集団ができるというだけではなく、イエスの名声がまた上昇します。当然のことながら、イエスの兄弟たちはその恩恵をこうむるはずです。イエスがメシヤであると帰依することで、多額の寄付のようなことをする人も出てくるかもしれません。兄弟たちはその余得にあずかることもできるかもしれません。このような打算がなかったとは思われません。
　福音書は明確にイエスの兄弟たちはこの時点ではイエスを信じていなかったと記しています。後に、先に出たヤコブはキリスト教会の指導者になります。ヤコブとユダは一説ではヤコブ書とユダ書の著者であって、キリスト教会の一員となったとされます。ここではまだそうなっていません。
イエスの苦しみは親しい者たちの無理解です。親しいものであるだけに、彼らの無理解はイエスを苦しめたはずです。特に身内のものが理解をしてくれない、これほどつらいことはないといえるかもしれません。キリストはその辛さをまざまざと味わっておられます。
　キリストは兄弟たちの申し出を断ります。なぜか。わたしの時は来ていない。これが答えです。兄弟たちの言うような時はまだ来ていない。エルサレムでしるしを行う時はまだきていないと言われます。イエスの兄弟たちを憎むものはいない。当然です。彼らはこの世に属しています。仲間ですから、誰もイエスの兄弟たちを憎みません。しかし、イエスには憎しみを感じ、覚えています。キリストはこの世が悪であると見抜いてそれを公言しているからです。
　しかし、イエスは、真正面からこの世と対立するときはまだ来ていないと断言されています。まだ、イエス・キリストはこの世と直面して、最終的な対立を明確にするときは来ていないといわれます。まだ、エルサレムで奇跡を行うときではない、だから、エルサレムに上っていかないと言われます。

　キリストが直面していた苦しみはそれ以上の原因がありました。それはキリストに対する敵意、殺意です。すでに、キリストを亡き者にしようとする企ては起きていました（５：１８）。この後、キリストを殺そうと言う計画はますます強くなっていきます（１１：５３）。イエス・キリストはその殺意をひしひしと感じるようになっていました。

　キリストを殺そうとした理由は、キリストが自分を神と等しいものと語ったからでした。それは神を冒涜するものだとユダヤ人は危険視をします。ユダヤ人は、このような宗教上の危険思想を取り締まるために、最高議会が裁判を行い、有罪とする権能を託されていました。最高議会はエルサレムに設置されていました。当時、ユダヤはローマ帝国に支配下にあって、最高議会は罪人を死刑に処する権限は奪われていましたが、ローマの総督と結託して、囚人を死刑にすることも可能でした。こののちに、イエス・キリストはそのようにして処刑されてしまいます。キリストを殺そうとする計画はまったく現実的であり、実行可能でした。
　キリストはこの最高議会の意図も、また、その最高議会を構成するユダヤ人宗教的指導者の意図もご存知でした。ただ、キリストは彼らの手に渡され、十字架の上で処刑される時はまだきていないと言われます。キリストはまだしなければならないことがあるというだけではなく、父なる神が定めておられる時があると言われているのです。その時、つまり、神の計画の実行のための時はまだ来ていないといわれます。そして、兄弟たちには、エルサレムには行かない、あなたたちだけで行け、と言われます。

　ところが、１０節を見ますと、キリストはエルサレムに上って行きます。これは首尾一貫していません。キリストはうそを言ったことになります。このような首尾一貫していないあり方はキリストにふさわしくないと断罪する人もいます。確かにキリストの言うことは一貫していません。だからキリストは信用できない人間なのでしょうか。キリストをそのように見ることは正しいのでしょうか。

　キリストは公然とエルサレムに行かれたのではありません。誰にも分からないようにこっそり出かけたのです。これは、どうしても、エルサレムに行こうというキリストの決意があった、しかし、それは危険を犯してであるということを示しています。エルサレムに行くことは危険でした。キリストがそこで殺される時はまだきていません。だからエルサレムに行かないと言われたのです。
それなのに、キリストは何故エルサレムに上って行かれたのか。あえて行かれたと見るべきです。本来は行くべきではなかったのです。それでもなお行こうとされました。
　理由は、仮庵の祭りにあると考えることができます。仮庵の祭りは、レビ２３：３４－４３、民数記２９：１２－４０に詳しく規定されています。チスリの月（太陽暦では９月／１０月に相当）１５日から１週間ないし８日間行われる祭りで、本来は、イスラエルの荒れ野での苦難の日々、酵母の入っていないパンを食べて過去の神の業をしのぶ祭りでしたが、次第にこの祭りは秋の収穫感謝の祭りとなりました。家々ではテントを作り、そこで起居する中で、豊かな秋の収穫を祝い、ご馳走を食べるという祭りとなりました。この祭りはユダヤ４大祭りの最大の祭りとして祝われるそうです。ある意味では、その盛大さでは、過ぎ越し祭りに勝るといわれます。それだけ秋の収穫を祝う喜びに満ちた祭りであったと言えます。
　キリストは是非ともこの祭りをエルサレムで守りたいと願われたのでした。危険を冒してまでも是非ともこの祭りを祝おうとされました。それはなぜか。
　キリストは大きな苦難を味わっておられます。心の痛み、挫折、そして、何よりも無理解と排斥、敵対と殺意に直面しておられます。その心を察するに、大きな悩み、悲しみ、そして、不安と恐れを覚えておられたに違いありません。そのような状況を克服するためにどうすればいいのか。何もしないのでいいのか。あるいは諦めるのか。絶望するだけか。キリストはそういうことをされません。むしろ、仮庵の祭りを祝うのです。それは、神が豊かな恵みの神であることを確信させる祭りでした。どういう形でキリストがこの仮庵の祭りに参加されたのか分かりませんが、キリストも豊かな秋の収穫を共に祝う場に出られたのかもしれません。その祭りは単なる祭りではありません。
祭りという行事を経験することで神はまことにいつくしみ深く、憐れみに満ち、祝福を溢れるばかりに与えられるという体験をすることができます。キリストは苦難を味わう中で、それから脱出する方法は、神の恵みを体験する祭り＝行事に参加することでした。それによって神を具体的に感じることができたのです。このような方法こそ、私たちも教会生活、中でも礼典を通して味わっているところなのです。(おわり)
